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看護が拓く､ 新たな可能性｣ と題し､ 各方面で
活躍する卒業生によるリレー講演が行われた｡
医療機関の看護管理の立場からは梶原和歌氏
(社会医療法人近森会統括看護部長)､ 在宅ケア
の立場からは佐藤美穂子氏 (財団法人日本訪問
看護振興財団常任理事)､ 地域看護の立場から
は山本雅子氏 (高知県健康政策部中央東福祉保
健所次長)､ 学校保健の立場からは池添志乃氏
(高知女子大学看護学部教授)､ 専門看護師の立
場からは濱田米紀氏 (兵庫県立こども病院小児
看護専門看護師)､ そして大学教育の立場から
は中西純子氏 (愛媛県立医療技術大学教授) で
ある｡
午前に行われた記念講演は､ 平成22年から新
たに発足した 『高知女子大学看護学部同窓会』
の発足記念事業としても共催された｡ そのため､
同窓会の会員である学部在学生にも参加を促し､
175名の参加があった｡ ３・４回生は午後のリ
レートークにも熱心に参加し､ 様々な分野で現
場の最先端をリードしている諸先輩たちの講演
に耳を傾けた｡ 在学生にとっては高知女子大学
看護学部の歴史と､ その歴史にはぐくまれ､ 大
事にされてきた看護が鮮烈に伝わったようであ
る｡ アンケートの反響では､ 記念講演からは
｢キュアとケアの統合めざす看護の大切さを改
めて認識した｣ ｢普段の講義ではあまり聞けな
い時代の最先端の看護について聞けた｣ など､
改めて看護を志す者としてのアイデンティティ
が確認できたようであった｡ またリレートーク
に参加した学生からは､ 様々な専門分野の講演
から､ 自分自身も将来どのような専門分野に進
むのかを模索するような反響が多く､ さらに質
疑を通しても､ フロアにいる多くの先輩たちの
存在も強く実感したようであった｡
学会員の参加は181名､ 一般参加者は33名で
あり､ 在校生をあわせると389名の参加を得た｡
参加者からの反響としては､ 現場で何をめざし
て看護を続ければ良いかについてのヒントをつ
かむことができたという声が多く､ グローバル
な視点から看護がこれから担うべき役割の重さ
を痛感するとともに､ ｢しかしそれを担ってい
くのは自分たちなんだと感じた｣ との感想も聞
かれた｡
同窓生にとっては､ こうした看護の最先端を
語り合う場で､ 恩師や同窓生との旧交も温め合
うことができることが重要な意義を持っており､
同窓会学会としての存在意義も改めて認識させ
られた｡ 今後も､ 看護学部同窓会との共催活動
をあわせながら､ 常に社会から求められている
看護について発信していける学会であるよう､
運営を検討していきたい｡
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